（様式第２号・別紙３）
（様式第１号・別紙２）
補助事業計画書②

※作成にあたり、自社の職場環境改善や省力化に向けた内容としてください。　　　　　　　　　　　※欄が不足する場合は、適宜枠を縦に広げてください。ページ数が増えても問題ありません。
	企業概要（主な事業内容）

	※事業内容について端的に記載してください。







	自社の業務内容の現状と問題点

	【現状】
※自社の主要事業の棚卸を行った上で、一連の作業工程や全体の流れについて、図やフローチャート
などを用いて分かりやすく記載してください。その際、一連の作業工程における所要時間や所要人
員など業務への労働投入量を、定量的な根拠や具体的な事例を交えて記載してください。




【問題点】
※上記の作業内容の棚卸に基づき、自社における問題点について、具体的かつ客観的な分析を交
えて記載してください。







	具体的な取組

	上記の問題点を踏まえ、必要な取組を具体的に記載してください。
【具体的な取組内容】
※導入する設備・システムを用いた人材確保につながる取組を具体的に記載してください。
※採用活動や休暇、テレワーク等の制度整備に関する取組を具体的に記載してください。
















	
実施事業により期待される効果

	【実施事業の効果】
※設備等を導入することで自社の人材確保にどのようにつながるか、事業効果を分かりやすく説
明してください。
※作業内容の棚卸で記載した所要時間や所要人員などが、どのように改善されるか定量的かつ具体的
　に記載してください。


	
事業の実施可能性

	資金調達内訳

	【計画の推進に必要な資金の調達方法】

□　自己資金　　　　　□　外部調達

（相談先金融機関：　　　　　　　　銀行・信用金庫・信用組合など　　　　　　　　支店・部）




	事業実施から完了までのスケジュール

	
	[bookmark: _Hlk91254982]実施項目/月
	R8.6月
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開始(予定)日：令和　　　年　　　月　　　日（補助対象物の発注日）
完了(予定)日：令和　　　年　　　月　　　日（補助対象経費の支払完了日）
※令和８年１１月３０日までに事業を完了させる必要があります。
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